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月󠄁報「ひ」               令和元年５月󠄁 2７日發行 第 14 號 

 

領  綱 

一 

私
逹󠄁
は
明󠄁
德
を
明󠄁
ら
か
に
し
ま
す 

一 

私
逹󠄁
は
國
家
の
鎭
護
と
な
り
ま
す 

一 

私
逹󠄁
は
大
和
世
界
を
建󠄁
設
し
ま
す 

第 14 號 

月󠄁 1 回 發 行 

ひの心を繼ぐ會 

〒799-1336 

住󠄁所󠄁:愛媛󠄁縣西條市

上市甲 720-1 

 

 

第
一
章 

農
の
哲
學
的󠄁
考
察 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

菅
原 

兵
治 

～
第
三
項 

農
本
的󠄁
自
覺
～ 

斯
の
如
く
本
末
關
係
を
對
比
的󠄁
に
考
へ
て
行
く
と
、
茲
に
農
本
生
活
は
如
何
な
る
點
に
其

の
重
點
を
置
く
べ
き
か
と
い
ふ
こ
と
が
、
自
ら
明󠄁
か
に
な
つ
て
來
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。
此

の
「
本
」
を
基
調󠄁
と
し
て
生
じ
た
文󠄁
明󠄁
が
、
實
に
我
が
東
洋
文󠄁
明󠄁
で
あ
り
、
而
し
て
之
に

對
し
て
「
末
」
を
基
調󠄁
と
し
て
生
じ
て
來
た
も
の
が
西
洋
文󠄁
明󠄁
で
あ
る
。
か
る
が
故
に
西

洋
文󠄁
明󠄁
は
巧
言
的󠄁
表
出
を
重
ん
じ
、
理
智
的󠄁
理
論
を
重
ん
じ
社
會
的󠄁
な
る
顯
現
を
好
み
、

自
然
に
對
す
る
人
閒
の
征
服󠄁
勝󠄁
利
を
誇
り
、
貨󠄁
幣󠄁
經
濟
を
重
ん
じ
、
法
律
制
度
を
重
ん
ず

る
。
隨
つ
て
當
然
外
的󠄁
な
物
質
を
重
ん
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
等
の
基
調󠄁
の
上
に
立
つ
て

發
逹󠄁
し
て
來
た
も
の
が
卽
ち
都
市
商
工
文󠄁
明󠄁
で
あ
る
。
之
に
對
し
て
東
洋
の
「
本
」
の
文󠄁

明󠄁
は
朴
訥
を
重
ん
ず
る
、
退󠄁
藏
を
重
ん
ず
る
、
自
然
を
重
ん
ず
る
、
自
足
生
活
を
重
ん
ず

る
、
方
策
よ
り
も
人
物
を
重
ん
ず
る
。
隨
つ
て
物
質
よ
り
も
精
神
を
重
ん
ず
る
。—

—

茲

に
東
洋
文󠄁
明󠄁
の
基
調󠄁
が
あ
る
の
で
あ
る
。
此
の
東
洋
文󠄁
明󠄁
の
「
本
」
の
本
質
に
立
つ
て
お

の
づ
か
ら
發
逹󠄁
し
て
來
た
文󠄁
明󠄁
が
、
實
に
彼
の
西
洋
流
の
都
市
商
工
文󠄁
明󠄁
に
對
す
る
我
が

「
農
本
文󠄁
明󠄁
」
な
の
で
あ
る
。「
農
は
國
の
本
な
り
」
と
い
ふ
古
來
の
敎
へ
は
、
斯
か
る
原

理
の
上
に
立
つ
て
、
初
め
て
理
解
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
唯
だ
單
に
農
業
は
衣

⻝
住󠄁
の
原
料
を
生
產
す
る
が
故
に
國
の
本
で
あ
る
と
い
ふ
樣
な
考
へ
は
極
く
皮
相
な
る
一

面
的󠄁
把
握
に
過󠄁
ぎ
な
い
。
東
洋
本
來
の
農
本
思
想
は
か
ゝ
る
程󠄁
度
の
も
の
で
は
な
い
。
そ

は
近󠄁
來
の
西
洋
學
的󠄁
な
も
の
ゝ
考
へ
方
に
馴
ら
さ
れ
た
人
々
の
重
要󠄁
學
派
的󠄁
な
程󠄁
度
で
は

容
易
に
三
時
得
ら
れ
な
い
玄
堂
で
あ
る
。
中
世
期󠄁
に
於
て
「
農
奴
」
と
い
ふ
や
う
な
も
の

を
有
し
、
現
在
に
於
て
も
亦
原
料
生
產
の
農
業
勞
働
は
或
は
ア
フ
リ
カ
な
り
、
或
は
豪
州

な
り
、
或
は
カ
ナ
ダ
な
り
、
或
は
印
度
を
始
め
東
洋
各
地
の
植
民
地
な
り
の
彼
ら
の
所󠄁
謂

未
開
民
族
に
行
は
し
め
て
、
自
ら
は
其
等
よ
り
得
る
原
料
に
加
工
し
交󠄁
換
す
る
所󠄁
謂
第
二

次󠄁
生
產
た
る
都
市
商
工
的󠄁
生
活
に
よ
つ
て
生
活
し
よ
う
と
す
る
西
洋
民
族
の
文󠄁
明󠄁
と
は
甚

だ
其
の
趣
を
異
に
す
る
天
地
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
西
洋
文󠄁
明󠄁
の
特
徵
は
其
の
商

工
的󠄁
な
る
點—

詳
言
す
れ
ば
、
工
場
文󠄁
明󠄁
の
發
逹󠄁
に
伴󠄁
ふ
機
械
文󠄁
明󠄁
の
發
逹󠄁
。
商
店
文󠄁
明󠄁

の
發
逹󠄁
に
伴󠄁
ふ
銀
行
文󠄁
明󠄁
の
發
逹󠄁
。
卽
ち
金
融
資󠄁
本
主󠄁
義
的󠄁
商
工
文󠄁
明󠄁
の
發
逹󠄁
に
あ
る
。

（
此
處
に
又
反
面
の
缺
陷
も
あ
る
の
で
あ
る
が
。
）
だ
か
ら
此
の
點
よ
り
見
る
な
ら
ば
確
か

に
商
工
的󠄁
文󠄁
明󠄁
に
於
て
は
西
洋
が
先
進󠄁
國
で
あ
る
と
言
つ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。 

 

之
に
對
し
て
東
洋
の
文󠄁
明󠄁
は
、
生
け
る
天
地
に
直
接
に
仕
ふ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
新
た

な
る
も
の
を
生
み
出
さ
う
と
い
ふ
農
本
生
活
に
其
の
特
徵
が
あ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
以

上
の
如
き
深
い
意󠄁
味
に
於
け
る
農
本
文󠄁
明󠄁
に
於
て
は
敢
然
と
し
て
起󠄁
つ
て
以
て
西
洋
民
族

を
指
導󠄁
し
返󠄁
す
だ
け
の
抱󠄁
負
と
氣
槪
と
而
し
て
經
綸
と
を
有
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
今
方

に
其
の
時
で
あ
る
。 

 

殘
月󠄁
淪
西
嶺 

殘
月󠄁 

西
嶺
に
淪
み 

 
 

旭
日
上
東
天 

旭
日 

東
天
に
上
る 

 
 

時
命
今
方
至 

時
命 

今
方
に
至
る 

 
 

山
澤
起󠄁
英
賢 

山
澤 

英
賢
を
起󠄁
す 

 

今
こ
そ
日
東
健󠄁
兒
が
日
東
的󠄁
自
覺
の
上
に
、—

—

本
來
の
農
本
的󠄁
自
覺
の
上
に
飜
然
と

し
て
歸
る
べ
き
秋
で
あ
る
。
而
し
て
時
代
の
潮󠄀
流
は
今
や
方
に
大
き
く
こ
の
方
向
に
向
つ

て
汪
然
と
し
て
〇
打
つ
て
進󠄁
み
つ
ゝ
あ
る
。 

 

都
市
商
工
文󠄁
明󠄁
に
對
す
る
農
本
文󠄁
明󠄁
の
擡
頭—

—
 

 

物
質
文󠄁
明󠄁
に
對
す
る
精
神
文󠄁
明󠄁
の
擡
頭—

—
 

 

西
洋
文󠄁
明󠄁
に
對
す
る
東
洋
文󠄁
明󠄁—

—
 

 

其
の
最
も
醇
乎
た
る
日
本
精
神
の
勃
興
。 

 

是
等
の
現
象
は
、
實
に
前󠄁
述󠄁
の
「
本
」
に
復
ら
ん
と
す
る
大
い
な
る
時
代
の
滿
潮󠄀
に
乘

じ
て
の
大
い
な
る
濤
の
う
ね
り
で
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

か
ゝ
る
見
地
に
立
つ
て
從
來
の
私
共
の
農
本
生
活
を
顧󠄁
み
れ
ば
、
甚
だ
し
き
誤󠄁
謬
と
自

己
喪
失
と
が
あ
つ
た
で
は
あ
る
ま
い
か
。
地
中
の
根
が
愚
か
に
も
地
上
に
は
い
出
し
て
一

朝󠄁
の
葉
や
花󠄁
を
咲󠄁
か
し
て
は
喜
ぶ
よ
う
な
過󠄁
ち
を
敢
へ
て
し
た
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う

か
。
靑
森
へ
歸
ら
う
と
す
る
者
が
東
京
行
の
列
車
に
乘
つ
た
失
敗
を
し
た
で
は
な
か
つ
た

ら
う
か
。「
本
」
で
あ
る
べ
き
農
道󠄁
生
活
を
し
て
徒
ら
に
「
末
」
に
趨
ら
し
め
た
失
敗
は
な

か
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
此
の
本
質
的󠄁
な
誤󠄁
謬
、
本
質
的󠄁
な
過󠄁
失
、
之
を
根
本
的󠄁
に
訂
正
す

る
に
非
ざ
れ
ば
、
そ
れ
恰
も
「
女
」
が
只
管
に
「
男
」
の
眞
似
を
し
よ
う
と
焦
慮
る
愚
擧

を
敢
へ
て
な
す
や
う
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
女
は
如
何
に
其
の
言
語
用
紙
の
外
形
を

男
に
眞
似
よ
う
と
し
た
處
で
、
ど
う
し
て
も
男
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
嘆
ず
る
よ
り
は
、

飜
然
と
し
て
女
は
女
に
歸
つ
て
、
男
が
如
何
に
し
て
も
な
し
能
わ
ざ
る
子
を
生
み
、
子
を

育
て
る
と
い
ふ
女
性
獨
特
の
本
性
を
長
養󠄁
し
て
、
之
を
以
て
誇
り
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

此
處
に
眞
個
に
氣
附
い
て
歸
農
す
る
（
眞
個
に
農
道󠄁
に
歸
依
す
る
）
に
非
ざ
れ
ば
、
眞
個

の
農
本
生
活
は
生
れ
出
で
な
い
。
而
し
て
今
こ
そ
實
に
農
本
文󠄁
明󠄁
復
興
の
拔
本
塞
源
の
時

で
あ
る
。
か
か
る
心
根
を
以
て
次󠄁
の
呂
氏
春
秋
上
農
篇
中
の
文󠄁
を
熟
讀
玩
味
せ
ば
、
農
本

生
活
の
第
一
義
に
參
ず
る
好
箇
の
入
門
と
な
り
得
る
で
あ
ら
う
。 

 

 

神
道󠄁
（
五
）   

（
大
和
世
界
の
建󠄁
設
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

竹
葉 

秀
雄 

古
事
記 

 

北
と
一

は
じ
め 

 

美
斗
能
麻󠄁
具󠄁
波
比

み

と

の

ま

ぐ

わ

い 

―

河
圖
・
洛
書―

 

以
上
の
岐
美
二
神
の
陽
陰
、
左
旋
右
旋
、
奇
遇󠄁
の
數
の
神
理
に
よ
り
、
一
を
北
と
し
た
場

合
、
次󠄁
の
圖
が
、
神
の
世
界
（
こ
の
世
を
ふ
く
め
て
）
の
實
相
で
あ
る
こ
と
が
窺
は
れ
る
で

あ
ら
う
。 

河
圖
は
伏
義
の
時
、
黃
河
か
ら
出
た
龍󠄁
馬
の
背
に
書
い
て
あ
つ
た
（
背
の
旋
毛
と
も
言
ふ
）

と
い
ふ
圖
で
、
そ
の
圖
の
陽
奇
陰
偶
の
數
に
則
つ
て
卦
を
畫
き
蓍
を
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

洛
書
は
禹
が
洪
水
を
治
め
た
時
、
洛
水
か
ら
出
た
神
龜
の
背
に
あ
つ
た
と
い
ふ
文󠄁
。
周󠄀
易
と

洪
範
九
疇
と
の
根
元
と
な
る
圖
書
で
、
古
の
讖
、
數
理
の
祖
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
龍󠄁
馬
、

神
龜
は
舟
で
神
代
大
國
主󠄁
命
、
少
彥
名
神
が
傳
へ
ら
れ
た
と
も
言
は
れ
る
。 

 

 
   

  

河
圖 

「
河
圖
は
澳
津
鏡
よ
り
象
を
顯
し
て
庖
義
氏
の
爲
に
、
八
卦
の
基
本
と
な
る
。
澳
都
鏡
が
地

に
位
し
て
天
を
照
す
と
言
へ
り
。
ヒ
フ
ミ
ヨ
イ
ウ
ナ
ヤ
コ
ト
、
河
圖
大
衍
の
爲
に
基
本
と
な

る
。
此
中
に
五
、
誠󠄁
に
衍
母
た
り
。
本
に
し
て
、
地
水
火
風
空
、
し
き
浪
す
る
伊
勢
に
在
り

て
は
、
土
宮
、
瀧
宮
、
角
宮
、
風
宮
、
高
官
の
五
宮
な
り
。
象
を
垂
れ
て
五
行
と
す
。
水
火

木
金
土
な
り
。
聖󠄁
德
太
子
、
此
五
行
の
象
を
取
り
て
神
明󠄁
の
故
を
誨
ゆ
る
な
り
。（
慈
雲
尊󠄁
者

の
神
儒
偶
談
よ
り
）」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

冬󠄀
至 

 
 

 
 

大
正
天
皇
御
製
の
詩 

 

明󠄁
治
三
十
四
年
御
製 

木
葉
紛
紛
散
有
聲 

木
葉
紛
紛
、
散
じ
て
聲
あ
り 

待
看
明󠄁
歲
競
春
榮 

待
ち
看
ん
明󠄁
歲
春
榮
を
競
ふ
を 

可
知
天
地
陰
窮
處 

知
る
可
し
、
天
地
陰
窮
る
處 

來
復
一
陽
今
日
生 

來
復
の
一
陽
、
今
日
生
ず 

 

冬󠄀
至
は
陽
曆
の
十
二
月󠄁
二
十
一
・
二
日
頃
で
、
此
日
は
、
太
陽
が
赤
道󠄁
の
南
二
十
三
度
半󠄁

の
所󠄁
に
在
る
。
此
緯
度
を
冬󠄀
至
線
（
夏
至
は
赤
道󠄁
の
北
二
十
三
度
半󠄁
で
、
夏
至
線
と
い
ふ
）

と
言
ひ
、
此
線
よ
り
太
陽
は
再
び
北
に
向
つ
て
復
る
。
此
日
は
夜
最
も
長
く
晝
最
も
短
し
。

一
陽
來
復
、
冬󠄀
至
の
日
に
至
り
陰
氣
窮
つ
て
一
陽
初
め
て
生
ず
る
。
靈
知
を
與
へ
ら
れ
て
ゐ

る
人
閒
は
、
此
の
日
に
瞑
想
し
、
日
、
月󠄁
の
運󠄁
行
と
、
宇
宙
の
法
則
、
そ
の
作
用
、
そ
の
力

あ
る
も
の
、
あ
ら
し
め
る
も
の
を
思
ひ
て
畏
敬
し
、
そ
の
神
祕
に
禮
拜
し
な
い
で
は
ゐ
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。 

 
 

 

〇 

 

乾
坤
一
轉
新 

 

神
道󠄁
煌
不
變 

  
 

 

一
、 

 

輿
地
轉
虛
空 

輿
地 

虛
空
に
轉
ず 

 

今
辰
傾
北
極 

今
辰 

北
極
に
傾
く 

傾
終󠄁
復
且
還󠄁 

傾
け
終󠄁
り
て 

且
に
還󠄁
ら
ん
と
す 

猗
與
維
何
力 

猗
與 

維
れ
何
の
力
ぞ 

 
 

二
、 

短
日
長
陰
盡 

短
日
長
陰
盡
く 

一
陽
來
復
玄 

一
陽
來
復
玄
な
り 

曉
天
東
牖
裏 

曉
天 

東
牖
の
裏 

潔󠄁
齋
坐
凝
然 

潔󠄁
齋 

坐
し
て
凝
然 

 
 

〇 

易
經
を
見
る
に
、 

 

復
☷
☳
震
下
坤
上 

地
雷
復 

卦
辭
に
曰
く
。
復
は
亨
る
。
出
入
疾
无
く
、
朋󠄁
來
っ
て
咎
无
し
。
其
の
道󠄁
を
反
復
し
、
七

日
に
し
て
來
復
す
。
往󠄁
く
攸
有
る
に
利
ろ
し
。 

彖
に
曰
く
。
復
は
亨
る
と
は
剛
反
れ
ば
な
り
。
動
い
て
順
を
以
て
行
く
。
是
を
以
て
出
入

疾
无
く
、
朋󠄁
來
っ
て
咎
无
し
。
其
の
道󠄁
を
反
復
し
て
、
七
日
に
し
て
來
復
す
と
は
、
天
行
な

り
。
往󠄁
く
攸
有
る
に
利
ろ
し
と
は
、
剛
長
ず
れ
ば
な
り
。
復
は
其
れ
天
地
の
心
を
見
る
乎
。 

象
に
曰
く
。
雷
・
地
中
に
在
る
は
復
な
り
。
先
王
以
て
至
日
に
關
を
閉
ぢ
て
、
商
旅
行
か

ず
。
后
・
方
を
省
み
ず
。 

 

と
あ
る
。
天
地
の
運󠄁
行 

舊
曆
九
月󠄁
を
山
地
剥
☶
☷
と
し
、
十
月󠄁
を
坤
爲
地
☷
☷
と
し

て
、
十
一
月󠄁
地
雷
復
☷
☳
に
至
り
て
一
陽
來
復
一
年
十
二
月󠄁
に
就
い
て
い
へ
ば
一
爻
を
一
月󠄁

と
す
る
も
、
こ
こ
で
は
一
日
を
一
爻
と
し
て
七
日
に
し
て
陽
生
ず
る
云
ふ
。
天
地
の
心
を
こ

こ
に
見
る
と
云
ひ
、
こ
の
日
は
齋
戒
沐
浴
し
て
、
關
を
閉
ぢ
商
旅
も
行
か
し
め
ず
、
人
君
も

四
方
の
巡󠄁
省
を
休
め
る
の
で
あ
る
。 

地
球
に
生
を
享
け
た
人
間
が
、
そ
の
地
球
運󠄁
行
の
中
に
あ
つ
て
、
そ
の
運󠄁
命
の
中
に
あ
つ

て
、
冬󠄀
至
に
天
の
心
（
相
）
を
觀
、
そ
こ
に
虔
し
み
畏
み
北
を
極
と
し
て
、
そ
こ
に
一
陽
を

感
じ
、
物
の
「
一
」
を
觀
た
の
は
當
然
の
こ
と
で
あ
る
し
、
叡
知
で
あ
る
。
天
の
啓󠄁
示
が
こ

こ
に
あ
る
。 

 

「
一
」
を
北
と
し
た
場
合
、
方
位
を
如
何
に
定
め
る
か
。
何
に
よ
つ
て
、
四
方
八
方
、
東

西
南
北
を
決
め
る
の
か
。
こ
こ
重
大
な
る
問
題
が
あ
る
。
神
理
が
あ
る
。「
本
來
無
東
西
、
何

處
有
南
北
、
迷󠄁
故
三
界
城
、
悟
故
十
方
空
」
な
る
宇
宙
の
中
の
地
球
の
時
・
處
・
位
の
一
點

に
あ
つ
て
、
東
西
南
北
を
定
め
る
の
は
決
し
て
迷󠄁
ふ
が
故
で
な
く
、
嚴
然
た
る
神
の
理
法
な

の
で
あ
る
。
神
の
理
法
と
は
何
か
。「
右
旋
左
旋
」
で
あ
る
。
天
の
御
柱󠄁
を
中
心
に
し
て
、
伊

邪󠄂
那󠄁
岐
神
が
「
汝
は
右
よ
り
廻
り
逢󠄁
へ
、
我
は
左
よ
り
廻
り
逢󠄁
ひ
て
美
斗
の
麻󠄁
具󠄁
波
比
せ

む
。
」
と
の
神
言
で
あ
る
。
そ
の
一
點
は
「
天
の
御
柱󠄁
」
で
あ
る
。
先
づ
そ
の
天
の
御
柱󠄁
を
見

立
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
成󠄁
り
餘
れ
る
と
こ
ろ
を
成󠄁
り
合
は
ぬ
處
に
刺
し
塞
ぐ
べ

く
右
旋
、
左
旋
が
行
は
れ
る
。
地
球
は
、
自
ら
右
に
旋
り
な
が
ら
、
太
陽
を
右
旋
す
る
。
太

陽
も
ま
た
自
ら
右
旋
し
つ
つ
、
銀
河
系
の
中
心
を
右
旋
す
る
。
月󠄁
も
ま
た
、
自
ら
右
に
廻
り

な
が
ら
地
球
を
右
旋
す
る
。
豈
天
體
の
み
な
ら
ん
や
（
注󠄁
、
今
太
陽
の
惑
星
中
で
天
王
星
の

み
左
旋
す
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
深
意󠄁
は
。
）
人
閒
の
眼
に
見
へ
ぬ
原
子
の
世
界
に
お
い
て

も
、
原
子
核
を
中
心
と
し
て
、
陰
電
子
は
右
旋
し
て
ゐ
る
。 

左
は
「
日
足
る
」
で
、
陽
で
あ
り
、
右
は
「
水
ぎ
り
」
水
の
漲
る
こ
と
で
、
陰
で
あ
る
。

水
は
柔
で
あ
り
、
隨
ふ
も
の
で
、
太
陽
の
陽
に
對
し
て
、
地
球
は
陰
で
あ
る
。
陰
（
隨
ふ
も

の
）
な
る
も
の
は
右
旋
し
、
陽
（
主󠄁
な
る
も
の
）
な
る
も
の
は
左
旋
す
る
。「
女
人
を
先
立
ち

言
へ
る
は
ふ
さ
は
ず
」
の
神
理
、
夫
唱
婦󠄁
隨
の
道󠄁
が
あ
る
。
そ
は
、
男
尊󠄁
女
卑
に
非
ら
ず
、

男
尊󠄁
女
卑
、
皆
「
人
」
に
し
て
「
彥
」、「
姬
」、
日
の
靈
を
授󠄁
か
る
、「
神
の
分󠄁
身
」
で
あ
る
。

唯
机
は
物
を
置
く
物
、
湯
呑
は
そ
の
上
に
置
か
る
る
物
の
秩
序
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

「
一
」
は
初
で
止
ま
ら
な
い
。
生
長
し
、
流
轉
し
て
や
ま
な
い
。「
う
ま
し
あ
し
か
び
」（
後

述󠄁
）
で
あ
る
。
一
は
二
を
生
じ
、
二
は
三
を
生
じ
、
萬
物
を
生
じ
る
。
奇
數
は
陽
に
か
な
ひ
、

偶
數
は
陰
に
か
な
ふ
。
奇
數
は
剛
に
し
て
統
一
さ
れ
て
二
分󠄁
さ
る
る
こ
と
な
く
、
男
の
相
で

あ

り

、

偶

數

は

柔

に

し

て

二

分󠄁

さ

れ

る

。

女

の

相

で

あ

る

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
下
次󠄁
號
） 

 

本
居
宣
長
先
生
、
平󠄁ひ

ら

田た

篤
胤

あ
つ
た
ね

先
生
始
め
幕
末
の
神
道󠄁
家
、
更󠄁
に
本
田

ほ

ん

だ

親
德

ち
か
あ
つ

先
生
、
宮
地

み

や

ち

水す
い

位い

先
生
、
堀
天
竜
齋
先
生
、
及󠄁
び
沖
楠
五
郞
先
生
を
先
逹󠄁
と
し
て
、
山
口
に
天
行
居

あ
め
の
か
り
と
こ

の
神
域

を
開
か
れ
た
友
淸
歡

と
も
き
よ
よ
し

眞さ
ね

先
生
は
次󠄁
の
樣
に
述󠄁
べ
て
ゐ
ら
れ
る
。 

幽
界
は
縱
に
も
橫
に
も
見
方
に
よ
つ
て
八
通󠄁
り
に
分󠄁
れ
て
居
る
の
で
、
そ
れ
が
更󠄁
に
數
百

千
に
も
分󠄁
れ
て
居
り
ま
す
の
で
、
大
體
神
名

か

な

木
車

き
ぐ
る
ま

の
圖
が
暗󠄁
示
を
表
は
し
て
居
り
ま
す
通󠄁

り
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。（
こ
れ
は
後
に
、
竹
葉
が
數
靈
の
世
界
に
於
て
明󠄁
か
に
す
る
考
へ

で
す
。
）
こ
れ
は
私
共
だ
け
の
考
へ
で
な
く
、
實
地
に
正
確
に
神
界
に
出
入
さ
れ
た
處
の
先

輩
逹󠄁
の
祕
め
ら
れ
た
處
の
記
錄
と
合
致
す
る
處
な
の
で
あ
り
ま
す
。
先
づ
此
の
宇
宙
の
根

本
神
界
と
申
し
ま
す
の
は
、
私
共
の
方
で
天
津
眞
北
の
高
天
原
と
申
し
て
居
り
ま
す
る
。

平󠄁
田
篤
胤
先
生
邊
り
が
頻
り
に
言
つ
て
居
ら
れ
る
處
の
北
極
紫
微
宮
で
あ
り
ま
す
。
無
論

北
極
紫
微
宮
と
い
ふ
樣
な
文󠄁
字
は
支
那󠄁
傳
來
の
も
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
其
の
思
想

は
我
國
か
ら
起󠄁
つ
て
來
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。―

中
略―

支
那󠄁
に
も
印
度
に
も
亦
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
方
面
に
も
神
界
の
消󠄁
息
は―

部
分󠄁
的󠄁
に
傳
流
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。―

殊
に

支
那󠄁
は
日
本
國
に
近󠄁
く
比
較󠄁
的󠄁
正
確
な
傳
が
あ
る
と
申
す
の
は
伏ふ

く

義ぎ

と
云
ふ
の
は
實
は

大
國
主󠄁
神
樣
の
奇く

し

魂
み
た
ま

、
幸さ

き

魂
み
た
ま

で
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
伏
義
か
ら
神
農
、
黃
帝󠄁
と
い

ふ
風
に
な
つ
て
居
り
ま
し
て
比
較󠄁
的󠄁
に
神
界
の
消󠄁
息
が
洩
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

世
が
下
つ
て
周󠄀
の
起󠄁
る
以
前󠄁
ご
ろ
か
ら
正
傳
の
神
仙
道󠄁
は
現
界
的󠄁
に
殆
ん
ど
亡󠄁
び
て
了

つ
た
と
云
つ
て
も
よ
ろ
し
い
ほ
ど
に
衰
微
し
、
や
が
て
儒
學
が
興
る
に
及󠄁
び
ま
し
て
、
此

の
神
仙
の
古
道󠄁
と
い
ふ
も
の
は
異
端
邪
說
で
あ
る
か
の
如
く
に
見
ら
れ
る
に
至
つ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
又
、
少
彥
名
神
も
太
古
に
於
て
支
那󠄁
方
面
で
も
大
い
に
努
力
せ
ら
れ
た
の

で
其
の
系
統
の
神
々
に
よ
つ
て
開
拓
さ
れ
た
る
神
界
の
消󠄁
息
も
正
確
に
或
る
人
々
の
間

に
傳
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。…

…

」 

と
し
て
、
此
の
北
極
紫
微
宮
に
天
御
中
主󠄁
神
始
め
宇
宙
の
大
神
樣
が
お
鎭
ま
り
に
な
つ
て

居
ら
れ
る
と
述󠄁
べ
、 

 

次󠄁
に
太
陽
神
界
が
あ
り
ま
す
。
私
共
の
方
で
天
津
日
の
高
天
原
と
稱
ん
で
居
る
處
で
あ

り
ま
し
て
、
茲
に
も
無
論
天
照
大
御
神
樣
が
御
中
心
で
尙
ほ
こ
れ
に
隨
屬
せ
る
種
々
の
高
貴

な
る
神
々
が
お
鎭
ま
り
に
な
つ
て
居
る
の
み
な
ら
ず
人
閒
界
よ
り
出
で
た
る
方
々
で
其
處

に
勤
め
て
居
ら
れ
る
方
も
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。…

…
 

と
述󠄁
べ
て
ゐ
ら
れ
る
。
尙
つ
づ
い
て
、
神
仙
界
方
面
か
ら
呼
び
來
つ
て
居
る
「
神
集
嶽
」

は
石
城
島
の
神
の
都
で
、
そ
れ
を
現
界
的󠄁
に
認󠄁
識
せ
し
む
る
た
め
に
太
古
以
來
の
神
界
の
經

論
で
描
き
出
さ
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
が
山
口
縣
田
布
施
町
の
石
城
山
に
於
け
る
天
行
居
で

あ
る
と
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
こ
こ
で
、
私
の
取
り
上
げ
注󠄁
意󠄁
し
た
い
の
は
、
天

之
御
中
主󠄁
神
始
め
宇
宙
の
神
神
の
お
鎭
ま
り
に
な
つ
て
ゐ
ら
れ
る
と
言
ふ
、
北
極
紫
微
宮
で

あ
り
、
そ
の
紫
微
宮
が
北
極
に
あ
り
、
天
津
眞
北
の
高
天
原
と
稱
へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ

る
。 

 



  
 

~ 2 ~ 
 

月󠄁報「ひ」               令和元年５月󠄁 2７日發行 第 14 號 

 
な
り
、
或
は
カ
ナ
ダ
な
り
、
或
は
印
度
を
始
め
東
洋
各
地
の
植
民
地
な
り
の
彼
ら
の
所󠄁
謂

未
開
民
族
に
行
は
し
め
て
、
自
ら
は
其
等
よ
り
得
る
原
料
に
加
工
し
交󠄁
換
す
る
所󠄁
謂
第
二

次󠄁
生
產
た
る
都
市
商
工
的󠄁
生
活
に
よ
つ
て
生
活
し
よ
う
と
す
る
西
洋
民
族
の
文󠄁
明󠄁
と
は
甚

だ
其
の
趣
を
異
に
す
る
天
地
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
西
洋
文󠄁
明󠄁
の
特
徵
は
其
の
商

工
的󠄁
な
る
點—
詳
言
す
れ
ば
、
工
場
文󠄁
明󠄁
の
發
逹󠄁
に
伴󠄁
ふ
機
械
文󠄁
明󠄁
の
發
逹󠄁
。
商
店
文󠄁
明󠄁

の
發
逹󠄁
に
伴󠄁
ふ
銀
行
文󠄁
明󠄁
の
發
逹󠄁
。
卽
ち
金
融
資󠄁
本
主󠄁
義
的󠄁
商
工
文󠄁
明󠄁
の
發
逹󠄁
に
あ
る
。

（
此
處
に
又
反
面
の
缺
陷
も
あ
る
の
で
あ
る
が
。
）
だ
か
ら
此
の
點
よ
り
見
る
な
ら
ば
確
か

に
商
工
的󠄁
文󠄁
明󠄁
に
於
て
は
西
洋
が
先
進󠄁
國
で
あ
る
と
言
つ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。 

 

之
に
對
し
て
東
洋
の
文󠄁
明󠄁
は
、
生
け
る
天
地
に
直
接
に
仕
ふ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
新
た

な
る
も
の
を
生
み
出
さ
う
と
い
ふ
農
本
生
活
に
其
の
特
徵
が
あ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
以

上
の
如
き
深
い
意󠄁
味
に
於
け
る
農
本
文󠄁
明󠄁
に
於
て
は
敢
然
と
し
て
起󠄁
つ
て
以
て
西
洋
民
族

を
指
導󠄁
し
返󠄁
す
だ
け
の
抱󠄁
負
と
氣
槪
と
而
し
て
經
綸
と
を
有
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
今
方

に
其
の
時
で
あ
る
。 

 

殘
月󠄁
淪
西
嶺 

殘
月󠄁 

西
嶺
に
淪
み 

 
 

旭
日
上
東
天 

旭
日 

東
天
に
上
る 

 
 

時
命
今
方
至 

時
命 

今
方
に
至
る 

 
 

山
澤
起󠄁
英
賢 

山
澤 

英
賢
を
起󠄁
す 

 

今
こ
そ
日
東
健󠄁
兒
が
日
東
的󠄁
自
覺
の
上
に
、—

—

本
來
の
農
本
的󠄁
自
覺
の
上
に
飜
然
と

し
て
歸
る
べ
き
秋
で
あ
る
。
而
し
て
時
代
の
潮󠄀
流
は
今
や
方
に
大
き
く
こ
の
方
向
に
向
つ

て
汪
然
と
し
て
濤
打
つ
て
進󠄁
み
つ
ゝ
あ
る
。 

 

都
市
商
工
文󠄁
明󠄁
に
對
す
る
農
本
文󠄁
明󠄁
の
擡
頭—

—
 

 

物
質
文󠄁
明󠄁
に
對
す
る
精
神
文󠄁
明󠄁
の
擡
頭—

—
 

 

西
洋
文󠄁
明󠄁
に
對
す
る
東
洋
文󠄁
明󠄁—

—
 

 

其
の
最
も
醇
乎
た
る
日
本
精
神
の
勃
興
。 

 

是
等
の
現
象
は
、
實
に
前󠄁
述󠄁
の
「
本
」
に
復
ら
ん
と
す
る
大
い
な
る
時
代
の
滿
潮󠄀
に
乘

じ
て
の
大
い
な
る
濤
の
う
ね
り
で
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

か
ゝ
る
見
地
に
立
つ
て
從
來
の
私
共
の
農
本
生
活
を
顧󠄁
み
れ
ば
、
甚
だ
し
き
誤󠄁
謬
と
自

己
喪
失
と
が
あ
つ
た
で
は
あ
る
ま
い
か
。
地
中
の
根
が
愚
か
に
も
地
上
に
は
い
出
し
て
一

朝󠄁
の
葉
や
花󠄁
を
咲󠄁
か
し
て
は
喜
ぶ
よ
う
な
過󠄁
ち
を
敢
へ
て
し
た
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う

か
。
靑
森
へ
歸
ら
う
と
す
る
者
が
東
京
行
の
列
車
に
乘
つ
た
失
敗
を
し
た
で
は
な
か
つ
た

ら
う
か
。「
本
」
で
あ
る
べ
き
農
道󠄁
生
活
を
し
て
徒
ら
に
「
末
」
に
趨
ら
し
め
た
失
敗
は
な

か
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
此
の
本
質
的󠄁
な
誤󠄁
謬
、
本
質
的󠄁
な
過󠄁
失
、
之
を
根
本
的󠄁
に
訂
正
す

る
に
非
ざ
れ
ば
、
そ
れ
恰
も
「
女
」
が
只
管
に
「
男
」
の
眞
似
を
し
よ
う
と
焦
慮
る
愚
擧
を

敢
へ
て
な
す
や
う
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
女
は
如
何
に
其
の
言
語
用
紙
の
外
形
を
男

に
眞
似
よ
う
と
し
た
處
で
、
ど
う
し
て
も
男
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
嘆
ず
る
よ
り
は
、

飜
然
と
し
て
女
は
女
に
歸
つ
て
、
男
が
如
何
に
し
て
も
な
し
能
わ
ざ
る
子
を
生
み
、
子
を

育
て
る
と
い
ふ
女
性
獨
特
の
本
性
を
長
養󠄁
し
て
、
之
を
以
て
誇
り
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

此
處
に
眞
個
に
氣
附
い
て
歸
農
す
る
（
眞
個
に
農
道󠄁
に
歸
依
す
る
）
に
非
ざ
れ
ば
、
眞
個

の
農
本
生
活
は
生
れ
出
で
な
い
。
而
し
て
今
こ
そ
實
に
農
本
文󠄁
明󠄁
復
興
の
拔
本
塞
源
の
時

で
あ
る
。
か
か
る
心
根
を
以
て
次󠄁
の
呂
氏
春
秋
上
農
篇
中
の
文󠄁
を
熟
讀
玩
味
せ
ば
、
農
本

生
活
の
第
一
義
に
參
ず
る
好
箇
の
入
門
と
な
り
得
る
で
あ
ら
う
。 

                 



  
 

~ 3 ~ 
 

月󠄁報「ひ」               令和元年５月󠄁 2７日發行 第 14 號 

  
 

 

學
ぶ
べ
き
時
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
浦 

夏
南 

 
 

  

竹
葉
秀
雄
先
生
著
『
土
居
淸
良
』
を
再
出
版
す
る
に
あ
た
り
、
最
初
に
頭
に
浮󠄁
か
ん
だ

疑
問
は
、
何
故
に
先
生
は
戰
國
末
期󠄁
の
英
雄
土
居
淸
良
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
と
い
ふ

こ
と
で
あ
る
。
勿
論
淸
良
公󠄁
は
先
生
の
故
鄕
三
閒
を
代
表
す
る
戰
國
武
將
で
あ
り
、
竹
葉

家
と
の
緣
も
淺
か
ら
ぬ
こ
と
疑
ひ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
戰
國
時
代
と
い
ふ
も
の
が
、

國
體
の
闡
明󠄁
を
自
ら
の
天
命
と
さ
れ
る
先
生
に
あ
つ
て
は
馴
染
ま
ぬ
も
の
を
感
じ
さ
せ
た
。

江
戶
時
代
以
後
に
盛󠄁
ん
に
な
つ
た
國
體
の
學
問
に
と
つ
て
、
標
準
と
す
べ
き
時
代
は
建󠄁
武

中
興
、
或
は
大
化󠄁
改
新
の
時
代
で
あ
つ
た
。
こ
の
時
こ
そ
天
皇
を
中
心
と
し
た
祭
政
一
致

の
我
が
國
の
眞
の
姿󠄁
が
現
れ
、
古
事
記
に
描
か
れ
た
理
想
の
一
端
が
顯
現
さ
れ
た
時
代
と

考
へ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
對
し
て
、
平󠄁
安
時
代
、
鎌󠄁
倉
時
代
、
室
町
時
代
は
我
國
の
眞
に
步
む

べ
き
道󠄁
を
外
れ
た
時
代
と
捉
へ
ら
れ
、
ま
し
て
や
室
町
末
期󠄁
か
ら
戰
國
の
世
は
そ
の
名
の

通󠄁
り
戰
の
絕
え
ぬ
亂
世
と
し
て
、
取
る
に
足
ら
ぬ
と
見
做
さ
れ
る
傾
向
に
あ
つ
た
。 

 

然
し
な
が
ら
、『
土
居
淸
良
』
を
讀
み
進󠄁
め
て
行
く
中
で
、
我
々
が
眞
に
考
究
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
時
代
は
戰
國
時
代
で
あ
り
、
鎌󠄁
倉
時
代
で
あ
り
、
平󠄁
安
時
代
で
は
な
い
か
と
思
ひ
始

め
た
。
建󠄁
武
中
興
を
例
に
擧
げ
れ
ば
、
大
楠
公󠄁
の
活
躍󠄁
が
讃
へ
ら
れ
、
菊
池
一
族
の
純
忠

が
稱
へ
ら
れ
る
が
、
混
沌
の
世
を
生
き
る
我
々
に
と
つ
て
眞
の
意󠄁
味
で
爲
に
な
る
の
は
、

如
何
に
し
て
楠
木
一
族
が
生
ま
れ
、
如
何
に
し
て
菊
池
一
族
が
成󠄁
つ
た
の
か
、
そ
の
原
點

を
確
か
め
る
こ
と
で
あ
る
。
其
れ
を
確
か
め
る
に
は
、
鎌󠄁
倉
平󠄁
安
と
遡
つ
て
楠
木
一
族
が

一
族
と
し
て
生
成󠄁
し
て
行
つ
た
過󠄁
程󠄁
を
硏
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
明󠄁
治
維
新

で
も
同
じ
こ
と
で
、
尊󠄁
攘
の
志
士
の
活
躍󠄁
す
る
幕
末
で
は
な
く
、
志
士
逹󠄁
の
思
想
基
盤
と

な
つ
た
國
體
の
學
問
の
發
生
し
た
江
戶
初
期󠄁
に
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
さ
ら
に
は
竹

葉
先
生
の
如
く
、
そ
の
學
問
發
生
の
基
盤
と
な
つ
た
戰
國
時
代
に
著
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
或
は
源
平󠄁
兩
氏
が
一
族
を
ま
と
め
げ
て
行
つ
た
過󠄁
程󠄁
も
參
考
に
な
る
だ
ら
う
。
今

ま
で
は
源
平󠄁
が
力
を
付
け
て
後
、
中
央
に
て
鬪
爭
し
た
榮
枯
盛󠄁
衰
の
歷
史󠄁
に
注󠄁
目
が
集
ま

つ
て
ゐ
た
が
、
我
々
が
注󠄁
目
す
べ
き
は
源
平󠄁
兩
氏
は
如
何
に
し
て
一
族
を
統
一
し
、
あ
れ

ほ
ど
の
勢
力
を
持
つ
こ
と
が
出
來
た
の
か
、
そ
れ
を
更󠄁
に
遡
つ
て
考
へ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
軍
記
物
語
を
讀
み
込󠄁
ん
で
行
く
だ
け
で
な
く
、
民
俗
學
の
視
點
か
ら
も
硏
究
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
我
々
の
大
き
な
課
題
と
な
る
だ
ら
う
。
そ
こ
か
ら
、
家
族
制
度
、
生
活

樣
式
、
學
問
鍛
鍊
等
、
現
代
に
生
き
る
我
々
に
と
つ
て
、
實
際
的󠄁
な
智
識
を
得
る
こ
と
が

出
來
る
と
思
ふ
。
理
想
論
を
抽
象
的󠄁
に
描
く
よ
り
も
、
亂
世
の
中
で
如
何
に
し
て
、
家
族
、

一
族
を
統
一
し
て
來
た
の
か
の
實
際
を
知
る
事
は
極
め
て
大
切
で
あ
る
。
一
例
を
擧
げ
れ

ば
、
夫
婦󠄁
相
和
し
、
相
互
に
尊󠄁
重
し
つ
つ
、
互
ひ
の
自
性
を
全󠄁
う
す
る
は
理
想
で
あ
る
が
、

實
際
の
夫
婦󠄁
は
時
と
共
に
慣
れ
れ
ば
、
女
性
が
力
を
持
ち
、
得
て
し
て
委
縮
し
指
導󠄁
力
を

失
ふ
の
が
男
性
で
あ
る
。
故
に
女
性
を
抑
へ
て
男
性
を
立
て
る
禮
儀
が
家
法
と
な
り
、
制

度
と
な
り
、
慣
習󠄁
と
な
る
。
こ
れ
は
男
尊󠄁
女
卑
の
如
く
外
か
ら
見
る
者
に
は
思
へ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
家
族
が
統
一
さ
れ
て
生
活
し
て
行
く
實
際
で
あ
り
、
そ
の
實
際
か
ら
現
は

れ
た
生
き
た
仕
組
み
だ
と
思
ふ
。
こ
れ
は
夫
婦󠄁
だ
け
で
な
く
、
親
子
、
兄
弟
、
あ
ら
ゆ
る
關

係
に
言
へ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
我
々
は
時
代
の
外
か
ら
見
た
理
想
論
を
描
く
の
で
は
な

く
、
實
際
一
族
と
し
て
生
活
し
て
來
た
時
代
の
中
に
入
つ
て
實
踐
的󠄁
制
度
を
學
ば
ね
ば
な

ら
な
い
。 

 

我
々
が
戰
國
時
代
に
學
ぶ
べ
き
理
由
の
も
う
一
つ
は
、
時
代
は
沒
落
の
果
て
に
隆
盛󠄁
し
、

興
隆
の
極
み
は
轉
落
へ
と
繫
が
る
が
、
決
し
て
夏
が
春
に
な
る
が
如
く
引
き
返󠄁
す
こ
と
は

な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
冬󠄀
を
忍󠄁
ん
で
こ
そ
春
も
訪
れ
る
が
如
く
、
時
代
は
昏
迷󠄁
を
極

め
な
け
れ
ば
、
次󠄁
な
る
展
望󠄂
が
開
け
る
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
我
々
は
混
沌
の
深
ま

る
中
を
生
き
拔
く
こ
と
を
標
準
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明󠄁
治
の
維
新
を
理
想
と
仰
ぐ

な
ら
ば
、
戰
國
の
世
を
生
き
拔
き
、
江
戶
時
代
三
百
年
の
積
み
重
ね
を
經
な
け
れ
ば
、
決

し
て
眞
の
維
新
の
風
は
吹
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
戰
國
の
世
を
如
何
に
生
き

る
べ
き
か
、
こ
れ
が
我
々
喫󠄁
緊
の
課
題
と
な
る
で
あ
ら
う
。
決
し
て
今
の
時
代
を
改
正
、

改
良
す
る
こ
と
で
は
、
活
路
を
見
出
す
こ
と
は
出
來
な
い
。
な
ぜ
な
ら
時
代
は
夏
か
ら
、

秋
、
秋
か
ら
冬󠄀
へ
と
變
轉
し
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
夏
の
常
識
は
冬󠄀
の
非
常
識
と
な
る
。

常
識
が
非
常
識
と
な
り
、
非
常
識
が
常
識
へ
と
轉
ず
る
世
界
こ
そ
、
戰
國
時
代
で
あ
り
、

我
々
の
生
き
る
時
代
で
あ
る
。
移
民
の
問
題
と
言
ひ
、
少
子
高
齡
化󠄁
の
問
題
と
言
ひ
、
日

本
の
抱󠄁
へ
る
問
題
の
ど
の
一
點
を
取
り
上
げ
て
も
、
時
代
は
亂
世
へ
と
突
き
進󠄁
ん
で
ゐ
る
。

こ
れ
を
悲
觀
し
、
絕
望󠄂
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
に
な
す
べ
き
こ
と
を
な
し
、
次󠄁
へ
と

備
へ
る
こ
と
が
肝
要󠄁
で
あ
る
。
變
轉
し
、
沒
落
す
る
世
で
あ
れ
ば
、
あ
る
ほ
ど
、
去
今
來
を

通󠄁
じ
て
變
は
ら
ぬ
も
の
が
身
に
せ
ま
つ
て
必
要󠄁
と
さ
れ
て
來
る
。
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
を

學
ぶ
に
は
戰
國
時
代
は
重
要󠄁
で
は
な
い
か
。『
土
居
淸
良
』
を
讀
み
、
先
生
に
さ
う
諭󠄀
さ
れ
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た
氣
が
す
る
の
で
あ
る
。 

 
こ
の
硏
究
は
博
大
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
實
踐
は
三
百
年
を
要󠄁
す
る
。
あ
ま
り
の
大
き

さ
に
壓
倒
さ
れ
る
が
、
ひ
の
心
を
繼
ぐ
會
の
必
須
課
題
の
一
つ
と
し
て
準
備
し
て
行
き
た

い
と
思
ふ
。 

                         

と
よ
く
も
農
園
だ
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
浦 

美
惠 

 
 

 

日
ご
と
に
夜
明󠄁
け
が
早
く
な
り
、
先
月󠄁
よ
り
日
差
し
も
强
く
な
つ
て
き
ま
し
た
。
冬󠄀
に

は
ほ
と
ん
ど
生
え
な
か
つ
た
雜
草
が
勢
ひ
よ
く
の
び
て
來
て
ゐ
ま
す
。
日
中
は
作
業
し
づ

ら
い
日
が
增
え
、
朝󠄁
早
く
か
ら
仕
事
を
し
、
晝
は
自
宅
で
ゆ
つ
く
り
し
た
後
、
夕
方
涼
し

く
な
つ
て
か
ら
再
度
畑
に
出
る
ス
タ
イ
ル
に
切
り
替
へ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
も
と
よ
く

も
農
園
に
、
本
格
的󠄁
な
夏
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
ま
す
。 

今
月󠄁
は
、
葉
物
の
產
直
市
へ
の
出
荷
、
ケ
ー
ル
の
收
穫
、
ネ
ギ
の
定
植
、
ハ
ウ
ス
の
準
備
、

春
野
菜󠄁
の
收
穫
、
夏
野
菜󠄁
等
畑
の
管
理
を
行
ひ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
苦
勞
を
し
た
の
が
產
直
市
へ
の
出
荷
で
し

た
。
葉
物
は
水
分󠄁
量
の
多
い
朝󠄁
に
收
穫
し
な
け
れ

ば
萎
び
て
し
ま
ふ
た
め
、
朝󠄁
四
時
に
起󠄁
床
し
、
五
時

か
ら
收
穫
、
そ
し
て
開
店
時
閒
前󠄁
に
複
數
の
產
直

市
に
持
つ
て
い
き
、
夕
方
は
賣
れ
殘
つ
た
野
菜󠄁
の

囘
收
へ…

こ
れ
が
想
像
以
上
に
大
變
で
、
そ
れ
だ

け
で
半󠄁
日
が
終󠄁
は
つ
て
し
ま
ひ
ま
す
。 

 

次󠄁
に
ケ
ー
ル
の
收
穫
で
す
。
冬󠄀
に
定
植
し
た
ケ

ー
ル
は
巨󠄁
大
な
葉
を
つ
け
、
今
に
も
葉
が
地
に
つ

か
ん
ば
か
り
で
す
。
そ
の
ケ
ー
ル
も
、
囘
收
時
閒
に

閒
に
合
ふ
よ
う
早
朝󠄁
か
ら
急󠄁
い
で
收
穫
し
て
ゐ
ま

す
。
週󠄁
に
二
～
三
回
あ
る
ケ
ー
ル
の
收
穫
は
體
力

的󠄁
に
も
き
つ
く
、
仕
事
が
終󠄁
は
る
と
く
た
く
た
で

す
。 

 
そ
し
て
新
た
に
始
め
る
ネ
ギ
の
定
植
。
地
元
の

靑
果
會
社
に
出
荷
す
る
た
め
、
ケ
ー
ル
の
や
う
に
出
荷
時
閒
も
決
ま
つ
て
を
ら
ず
、
ま
た

產
直
市
の
樣
に
賣
れ
殘
る
心
配
も
な
く
、
安
心
し
て
收
穫
と
出
荷
が
で
き
さ
う
で
す
。
今

後
の
三
浦
家
の
主󠄁
軸
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
先
月󠄁
購󠄂
入
し
た
土
地
へ
の
ハ
ウ
ス
建󠄁
設
に
向
け
て
、
水
の
設
備
を
整
へ
た
り
、

お
金
の
申
請󠄁
を
し
た
り
と
事
務
的󠄁
な
手
續
き
も
同
時
に
行
つ
て
ゐ
ま
す
。 
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そ
ん
な
大
忙󠄁
し
の
一
カ
月󠄁
で
し
た
が
、
疲
れ
た
身
體
を
癒󠄁
し
て
く
れ
た
の
が
、
朝󠄁
露
に

濡
れ
た
瑞
々
し
い
春
野
菜󠄁
で
し
た
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
を
初
め
と
し
て
、

白
菜󠄁
、
レ
タ
ス
、
蕪
、
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
が
次󠄁
々
と
生
り
、
畑
は
大
賑
は
ひ
で
す
。
今
年
は

土
づ
く
り
や
肥
料
に
改
善
を
加
へ
た
た
め
、
昨
年
は
失
敗
に
終󠄁
は
つ
た
野
菜󠄁
も
收
穫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分󠄁
た
ち
で
育
て
た
野
菜󠄁
が
⻝
卓
を
彩󠄁
り
、
そ
の
日
の
農
作
業
で

あ
つ
た
こ
と
等
話
し
な
が
ら
⻝
べ
終󠄁
は
る
頃
に
は
お
腹
も
心
も
滿
た
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。

樣
々
な
も
の
を
⻝
べ
始
め
た
ば
か
り
の
息
子
も
、
新
鮮
な
自
分󠄁
た
ち
の
野
菜󠄁
を
美
味
し
さ

う
に
頰
張
つ
て
ゐ
ま
す
。 

 

か
つ
て
の
日
本
で
は
、
こ
の
や
う
に
家
族
で
農
作
業
に
勵
み
、
自
分󠄁
た
ち
の
畑
で
採󠄁
れ

た
野
菜󠄁
を
い
た
だ
き
な
が
ら
他
愛
も
な
い
會
話
を
し
て
日
々
を
過󠄁
ご
し
て
ゐ
た
の
だ
と
思

ひ
ま
す
。
私
た
ち
も
農
業
に
關
し
て
素
人
で
、
苦
勞
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
こ
の
や

う
に
家
族
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
は
と
て
も
幸
せ
で
す
。
息
子
た
ち
に
も
簡
單
な
こ
と
か

ら
手
傳
は
せ
、
家
族
全󠄁
員
が
農
業
を
通󠄁
し
て
一
つ
に
な
れ
る
や
う
來
月󠄁
も
邁
進󠄁
し
た
い
と

思
ひ
ま
す
。 

    

 

         

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

★
活
動
報
吿 

・
五
月
十
四
日
（
火
）
勉
强
會
『
農
士
道󠄁
』
を
開
催
。 

・
五
月
二
十
八
日
（
火
）
勉
强
會
『
大
學
』
を
開
催
。 

 

★
今
後
の
豫よ

定
て
い 

・
六
月
四
日
（
火
）
十
九
時
～
二
十
一
時 

『
農
士
道󠄁
』 

 
 

 

松󠄁
山
市
男
女
共
同
參
畫
推
進󠄁
セ
ン
タ
ー
☆
コ
ム
ズ
三
階
會
議
室
一―

二 

（
住󠄁
所󠄁
：
愛
媛󠄁
縣
松󠄁
山
市
三
番
町
六
丁
目
四―

二
〇
） 

 

・
六
月
十
八
日
（
火
）
十
九
時
～
二
十
一
時 

『
大
學
』 

 
 

 

松󠄁
山
市
男
女
共
同
參
畫
推
進󠄁
セ
ン
タ
ー
☆
コ
ム
ズ
三
階
會
議
室
一―

二 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
住󠄁
所󠄁
：
愛
媛󠄁
縣
松󠄁
山
市
三
番
町
六
丁
目
四―

二
〇
） 

 ★
一

い
っ

燈
と
う

照
し
ょ
う

隅
ぐ
う 

萬
燈
照
國

ば
ん
と
う
し
ょ
う
こ
く 

 
 

ひ
の
心
を
繼
ぐ
會
は
竹
葉
秀
雄
・
近
藤
美
佐
子
兩
先
生
の
精
神
を
繼
承
し
、
發

展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
生
ま
れ
た
會
で
す
。
一
人
の
「
ひ
」
の
精
神
が
周
圍

し
ゅ
う
い

の
人
々
の
心
に
「
ひ
」
を
燈と

も

し
、
や
が
て
そ
れ
が
國
を
照
ら
す
「
ひ
」
に
な
る
こ
と

を
願
ひ
、
活
動
を
行
つ
て
を
り
ま
す
。
皆
樣
に
は
何
卒
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
や
う
、
宜
し
く
お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

年
會
費 

・
一
般
會
員 

三
千
圓 

・
贊
助
會
員 

一
萬
圓 

・
特
別
贊
助
會
員 

三
萬
圓 

・
支
援
會
員 
一
萬
圓 


